
１．熊本港利用促進トライアル事業

○物流コスト上昇や脱炭素への対応等の物流面の課題に対し、RORO船が注目されている
○RORO船のトライアル輸送の経費を助成し、同船の定着化と熊本港の利用拡大を図る

○物流コスト上昇や脱炭素への対応等の物流面の課題に対し、特に半導体関連企業におい
ては、熊本港でのRORO船(※)の利用を検討。

○RORO船の活用及び定着に向けては、RORO船のスポット利用コストや船数の制限で、
企業が望むタイミングでの利用には強いインセンティブが必要。

※ 貨物を積んだトラックやシャーシ(荷台)ごと輸送できる貨物用の船舶

現状・課題

○事業費：1,000千円

○事業内容
熊本港におけるＲＯＲＯ船を利用した輸送に係る船賃等の助成 【1,000千円】
熊本港において、トライアルとしてＲＯＲＯ船を利用した輸送を初めて実施した企業に
対し、航路の利用に要した船賃等の一部を助成する。
トライアル後の効果検証として、ＲＯＲＯ船と陸送との比較などＲＯＲＯ船のメリットや
課題を定量的かつ多角的に整理した上で、荷主企業に示し、ＲＯＲＯ船利用の定着を
図る。
≪積算内訳≫
補助上限500千円×2社 （補助対象経費 × １／２）

事業概要

新
（補正額）1,000千円
（所管課）企業立地推進課
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○熊本港でRORO船による
輸送トライアルを実施

○ トライアル後、効果を検証
し航路が定着

資料２

熊本港の整備促進
○国による耐震強化岸壁の整備（～R13年度）
○岸壁の延長
○ コンテナヤードの拡張

熊本港の利用拡大
○大型船舶の寄港が可能となり、航路数も増加
○ コンテナヤードの拡張による企業の利用機会増
○船社間競争によるサービス向上
○ TSMC関連貨物の利用増大、半導体関連企業の
誘致促進


